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固定資産税第4期と保
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課
と
連
絡
を
と
っ
て
記
入
し
て
　
ろ
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
特

い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
こ
の
地
区
、
庄
手
地
区
、
梶

【
答
】
こ
れ
は
届
け
出
て
い
た
．
木
地
区
な
ど
は
よ
く
な
い
よ
う

西
川
内
地
区
で
市
政
懇
談
会

〃
ひ
な
ま
つ
り
”
の
三
日
夜
、
西
川
内
地
区
の
市
政
懇
談
会
を
柔
き
ま
し
た
．
出
堅
田
も
よ

く
六
十
人
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
が
集
り
、
同
区
の
前
公
民
館
長
鈴
木
利
鉾
さ
ん
　
（
如
）
の
司

会
で
、
お
そ
く
ま
で
熱
心
に
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
市
側
の
出
席
者
は
藤
井
市

長
、
児
玉
助
役
ら
五
人
で
し
た
。
次
に
そ
の
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

農
家
の
方
が
高
い
か

　
　
　
　
固
定
資
産
税

【
問
】
街
の
方
の
家
屋
税
（
固

定
資
産
税
）
よ
り
、
農
村
の
家

屋
税
の
方
が
高
い
の
で
は
な
い

か
。

【
答
】
家
の
坪
数
が
問
題
で
す

ね
。
農
村
の
家
は
住
む
部
分
は

小
さ
い
で
し
ょ
う
が
、
家
全
体

で
見
る
と
ど
う
し
て
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
お
ま
け
に
材
料
が

農
家
は
良
い
で
す
ね
。
広
い
上

に
、
構
造
と
か
土
台
が
よ
け
れ

ば
、
ど
う
し
て
も
農
家
の
方
が

高
く
な
る
よ
う
で
す
。

【
問
】
評
価
単
位
だ
が
、
町
と

農
家
で
は
ど
れ
ほ
ど
違
う
か
。

【
答
】
評
価
そ
の
も
の
は
同
じ

、

一己川内公民館一市政は私たちの手で

で
す
。
た
だ
地
価
の
大
小
で
加

減
し
ま
す
。

た
だ
し
、
坪
当
り
八
百
円
以
上

の
地
価
の
と
こ
ろ
で
は
同
じ
評

価
額
と
な
り
ま
す
。

【
問
】
固
定
資
産
税
台
帳
の
閲

ら
ん
だ
が
、
一
回
見
る
と
三
十

円
、
一
回
見
て
忘
れ
た
か
ら
と

も
う
一
度
見
る
と
、
ま
た
三
十

円
と
ら
れ
る
。
何
と
か
な
ら
な

い
か
。

．
【
答
】
二
十
一
日
目
で
は
、
台

帳
閲
ら
ん
期
間
で
す
か
ら
窯
科

で
す
。

手
数
料
で
す
が
、
こ
れ
は
ど
う

し
て
も
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
取
る
も
の
を
取
ら

な
い
と
、
国
か
ら
市
に
廻
す
地

方
山
父
廿
旨
税
を
減
・
り
山
．
・
れ
る
の
で

す
。
．

ま
た
見
な
お
す
こ
と
な
た
．
い
よ

う
に
復
ロ
7
3
し
て
く
だ
む
．
、
い
ま
卦
．
一

ん
か
．

　
【
聞
】
税
金
の
声
心
霊
を
ま
3

た
一
－
・
、
と
っ
た
り
す
る
坂
員
が

い
る
よ
う
だ
が
．
、

　
【
答
】
督
健
料
は
絶
対
に
ま
け

る
こ
と
は
こ
ぎ
い
ま
ル
．
｝
ん
，
、
二

十
九
年
度
分
ま
で
は
、
あ
る
い

は
あ
っ
た
が
も
し
れ
ま
せ
ん
が

三
十
年
以
降
は
メ
．
う
た
い
に
あ

り
ま
ル
．
w
ん
。

　
【
問
】
保
険
証
だ
が
、
生
れ
た

も
の
の
名
前
が
伸
々
書
か
れ
て

来
な
い
。
保
険
課
で
は
、
市
民

だ
く
の
が
た
て
ま
え
と
な
っ
て
一
で
す
。

い
ま
す
。
国
保
で
は
、
生
れ
た
［
出
来
る
だ
け
早
い
機
会
に
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
に
は
五
百
円
、
死
ん
だ
時
に
一
の
整
備
、
拡
幅
を
や
り
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
八
百
円
き
し
上
げ
る
こ
と
に
一
思
い
ま
す
。
そ
の
折
は
、
道
路

肱
醍
蔵
書
で
届
け
出
な
魏
鶴
逆
理
傭
者
の
協

【
問
】
西
川
内
地
区
は
道
の
幅

黎
購
無
世
情
蟄
工
事
中
断
し
て
い
る
掩

搬
の
ト
ラ
ッ
ク
や
馬
車
が
く
る

と
、
走
．
つ
て
よ
け
な
け
れ
ば
な
一

ら
な
い
ほ
ど
だ
。

【
問
】
草
場
の
学
校
へ
の
道
は

一
【
答
】
あ
そ
こ
は
三
十
五
年
度

　
で
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

一
さ
つ
そ
く
四
月
一
日
か
ら
と
り

一

【
答
】
市
内
で
道
の
悪
い
と
こ
｝
か
か
り
ま
し
よ
う
。

公
民
館
設
備

農
薬
買
入
れ

【
問
】
公
民
館
の
利
用
が
多

い
。
設
備
改
善
に
協
力
を
得
た

い
。

【
答
】
公
民
館
活
動
に
は
も
っ

と
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
設
備
改
善
の
補
助
な
ど

も
、
近
い
将
来
に
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
で
し
よ
う
。

【
問
】
4
．
夫
、
畜
産
の
技
術
員

に
廻
っ
て
も
ら
っ
て
指
導
し
て

ほ
し
い
，

【
答
】
い
ま
畜
産
技
術
員
が
一

人
し
か
い
な
い
の
で
仲
々
手
が

廻
り
ま
せ
ん
。

技
術
員
を
も
う
一
人
入
れ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
度
に
は

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

今
の
職
員
の
中
か
ら
指
導
員
を

作
り
た
い
と
も
考
え
て
い
ま

す
。

【
問
】
一
昨
年
の
パ
ラ
チ
オ
ン

に
は
補
助
が
あ
っ
た
が
、
去
年

な
ど
．
に

　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

　
　
補
助
金
を

の
分
は
ま
だ
な
い
。
農
薬
の
補

助
を
考
え
て
ほ
し
い
。

【
答
】
調
べ
て
み
ま
し
よ
う
。

今
年
は
補
助
金
を
支
給
し
て
も

広
い
地
域
な
の
で
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
し
、
農
協
か
ら
金
を
借

り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
、
金
利

を
市
役
所
で
も
つ
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
そ
菜
市
場
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
。

【
答
】
前
か
ら
考
え
て
い
る
問

題
で
す
。
リ
ヤ
カ
ー
売
り
、
仲

買
い
人
な
ど
の
調
整
を
と
り
、

ど
こ
か
適
当
な
場
所
を
き
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
政
懇
談
会
の
ご
希
望
は
、
市

民
課
広
報
係
ま
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。
但
し
、
出
席
課
長
の
都

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
出
席
さ
せ
た
い
課
長
を
決

　
　
ミ
ロ
ヘ
ド
り
じ
ロ
　
　
　
も
の
し
の

め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

嵩Fへ

》墾
工
場
誘
致

運
動
は
楠

下
水
の
緬

く
、
県
市
．

当
局
の
告

任
者
が
鱒

意
押
し
す
す
め
て
い
る
▼
と
こ

ろ
で
わ
れ
わ
れ
地
元
日
向
市
民

が
、
と
く
と
考
え
ね
．
ば
な
ら
ぬ

こ
と
は
、
工
場
誘
致
、
工
場
稀

致
と
派
手
に
叫
べ
ば
早
く
実
現

す
る
よ
う
な
考
え
を
も
っ
か

ら
、
そ
れ
は
大
き
な
錯
覚
だ
♪

い
う
こ
と
で
あ
る
▼
地
方
行
敬

の
中
に
は
、
陳
情
、
請
願
で
成

功
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
誘
碑

の
相
手
は
民
間
の
会
社
で
ち

る
。
会
社
と
は
言
う
ま
で
も
か

く
営
利
を
目
的
と
す
る
商
行
為

を
な
す
こ
と
を
業
と
す
る
夢
語

で
あ
る
。
こ
の
点
を
よ
く
認
識

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う

▼
来
て
貰
う
た
め
に
は
、
工
場

を
も
つ
て
き
て
く
れ
る
の
に
、

都
合
の
よ
い
よ
う
に
条
件
を
韓

え
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
が
つ
ま
り
受
入
態
勢
と
い
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
▼
受
入
態
塾

の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
へ
工
場
は

来
な
い
。
特
に
地
の
利
の
不
利

な
二
黒
県
で
は
、
こ
れ
が
非
賞

に
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
或
一

面
で
は
犠
牲
を
払
わ
ね
ば
、
輔

の
利
の
良
い
所
と
太
刀
灯
ち
砕

で
き
な
い
。
頭
の
多
少
劣
る
嚇

が
、
秀
才
の
者
よ
り
以
上
に
奴

力
し
勉
強
し
な
け
れ
ば
、
同
ド

学
業
成
績
は
と
れ
な
い
の
と
同

じ
こ
と
で
あ
る
▼
経
済
法
則
の

冷
厳
な
事
実
を
ま
と
も
に
見
つ

め
て
地
道
な
努
力
を
続
け
、
市

民
は
も
ち
ろ
ん
関
係
町
村
の
人

々
も
一
丸
と
な
っ
て
、
最
良
の

受
入
態
勢
を
つ
く
り
あ
げ
ね
ば

な
ら
な
い
。
馳
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ド

西
中
工
事
は
新
年
度
で

今
年
に
入
っ
て
切
め
て
の
臨
蒋

市
講
会
か
、
二
一
九
日
午
前
九

時
か
ら
義
場
て
開
か
れ
ま
し
た

こ
の
蕩
時
義
会
に
ト
程
｝
・
・
れ
た

の
は
、
昭
印
．
卜
五
年
曳
日
団

市
芙
セ
津
簡
易
水
道
⊥
事
に
つ

い
て
、
昭
和
一
．
L
五
年
堕
富
島

申
学
校
分
教
至
（
西
中
）
建
築
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丁
嚇
他
行
に
つ

い
て
な
ど
九
議

案
と
、
百
訂
原

水
路
お
よ
び
用

水
路
改
修
に
つ

い
て
な
”
こ
請
願

一一

¥
一
杜
1
つ
㌧
ー
レ

た
。審
議
の
結
果
、

議
案
全
部
を
採

決
、
請
頒
は
そ

れ
ぞ
か
唄
係
委

貞
会
曾
托
と
き

ま
一
ψ
二
し
た
。

寓
．
幾
雪
穽
の
」
忽

略
を
汰
こ
わ
知

ら
井
・
「
し
ま
し
よ

・
つ
．▽
人
』
津
繭
馬

衣
心
出
張
外
事

施
行
に
つ
い

て
。璽
業
費
百
十
万
円
で
、
補
助
水

源
池
を
設
置
し
水
掃
を
補
う
エ

［
事
を
す
る
も
の
で
す
。

工
事
は
一
．
．
↓
五
年
度
に
行
な
わ

れ
ま
す
。

▽
富
島
中
学
分
教
冤
建
築
工
事

施
行
に
つ
い
て
。

昭
和
一
．
4
イ
五
年
唆
に
、
千
四
百

二
↓
万
円
以
内
の
事
業
費
て
、

富
中
分
教
室
（
伽
中
）
の
教
室

鉄
筋
二
階
建
七
百
九
十
二
平
方

メ
ー
ト
ル
、
便
所
木
造
四
十
六

平
万
メ
ー
ト
ル
を
作
ろ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
要
す
る
財
源
に
は
、
国

距
補
助
金
、
起
債
、
一
般
市
費

な
ど
か
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
土
地
処
分
に
つ
い
て
。

重
三
屋
櫛
ノ
山
市
営
住
宅
に
隣

接
す
る
市
有
地
九
百
七
十
四
・

三
八
平
方
メ
ー
ト
ル
を
払
下
げ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

価
額
は
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

（
坪
）
当
り
最
低
干
五
百
円
で

す
。▽
音
羽
山
施
業
計
画
変
更
に
つ

い
て
。

こ
れ
は
音
羽
山
の
私
有
林
伐
採

国
樹
計
画
を
、
財
政
恥
く
見
て

変
更
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す

▽
公
有
林
野
官
行
造
林
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
、
塩
見
字
高
畑
ほ
か
二

団
地
の
伐
採
予
定
期
間
昭
和
四

十
二
年
か
ら
昭
和
七
十
六
年
ま

で
三
十
五
年
間
を
、
昭
和
三
十

五
年
か
ら
昭
和
七
十
六
年
ま
で

四
十
二
年
間
に
改
め
る
こ
と
，

平
岩
上
赤
木
団
地
の
伐
採
予
定

期
間
昭
和
四
十
九
年
か
ら
昭
和

八
十
八
年
ま
で
四
十
年
隠
を
、

一
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
八
十

八
年
ま
で
五
十
四
年
間
に
改
め

る
こ
と
な
ど
で
す
。

市
金
庫
は
今
ま
で
通
り

▽
起
債
お
よ
び
償
還
方
法
に
つ

い
て
。

こ
れ
は
富
島
中
分
校
舎
の
整
備

事
業
に
当
て
る
財
源
と
し
て
、

大
蔵
省
の
資
金
運
用
部
か
ら
三

百
万
円
を
年
利
六
分
三
厘
で
借
・

り
る
も
の
で
す
。

借
入
れ
時
期
は
三
十
四
年
度
で

す
が
、
市
の
都
合
で
一
部
ま
た

近く竣工［
　田川旧ll‘川旧睡lm田11｝目照ll田lllll団

宅住営市
1「16111！1IllIll【1111iI1【1111111「1§卜811［1【「i11！11里

は
全
部
を
翌
年
度
に
借
入
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

償
還
方
法
は
、
借
り
入
れ
た
月

か
ら
昭
和
三
十
六
年
度
ま
で
据

え
置
き
、
昭
和
三
十
七
年
度
か

ら
五
十
九
年
度
ま
で
、
二
十
三

年
間
に
元
利
均
等
払
い
で
す
ま

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
市
の
都
合
で
そ
の
期
間
を

　　　レ入居希望者は市民課へμ＜
昭和34年憂建設の公営住宅は、近く財光寺木原地区にできあ

がります。

戸数は22戸で、この中言1種（木造平屋33・！平方メートル）

が10戸、第2種（簡易耐火構造プロノク建平屋26．5平方メー

トル）12戸となっています。入居したい方は市民課で手続き

してください。申込みの期間は5日から25日までの21日間で

す、なお入居は4月10日頃の予定です、家賃は第1種か2．20

0円以内、第2種がし6CO円以内です。なおすでに市営住宅入

居申込みをしている人も、この住宅に入りたい方は再度申し

込み手続をしてくだきい，入監決定者は4月1c号一広報日向．

に公表するとともに本人兇文書で通知します。

短
く
し
た
う
、
低
い
利
率
の
債

務
に
き
り
代
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

償
還
財
漂
に
は
市
税
、
そ
の
他

一
般
才
媛
を
当
て
ま
す
。

▽
歳
計
現
金
の
預
け
入
れ
先
決

定
に
つ
い
て
。

昭
和
三
十
五
年
度
日
向
市
歳
計

現
金
は
市
内
の
各
金
融
機
関
に

預
け
入
れ
る
こ
と
に
き
ま
り
ま

し
た
。
▽
日
向
市
金
庫
事
務
取
扱
銀
行

な
ら
び
に
事
務
取
扱
い
契
約
に

つ
い
て
。

昭
和
三
十
五
年
度
も
日
向
興
業

銀
行
に
き
ま
り
ま
し
た
。

▽
＝
時
借
入
れ
金
に
つ
い
て
。

三
十
五
年
度
の
市
財
政
調
整
資

金
と
し
て
、
大
蔵
省
資
金
運
用

部
、
郵
政
省
簡
易
保
険
局
、
市

内
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
、
八

千
万
円
を
日
歩
四
銭
以
内
の
利

率
で
借
入
れ
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
は
補
助
確
定
分
に

射
刈
す
る
も
の
で
、
繍
…
助
金
論
川
付

ま
で
の
一
時
借
入
れ
に
当
て
ら

れ
ま
す
。料

理
講
習
会

　
　
　
－
市
役
所
講
堂
で
一

十
七
日
（
木
曜
）
忙
－
後
｝
時
か

ら
、
市
役
所
溝
堂
で
、
す
ぐ
に

役
立
つ
「
春
の
ス
ピ
ー
ド
料
理

講
習
会
一
か
開
か
れ
ま
す
．
．

講
師
は
「
主
婦
の
友
料
理
教

室
」
か
ら
特
別
出
張
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
お
願
“

各
区
で
め
ず
ら
し
い
行
事
が
あ

一
－
’
ま
し
た
ら
、
前
も
っ
て
広
報

係
に
ご
一
報
下
さ
い
。

ロ
ゆ
コ
　
コ
の
コ
　
び
　
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
ヨ
コ
の
ロ
コ
ゆ
ロ
の
コ
ロ
ロ
ロ
ゆ
じ
の
　
ら
コ
ロ
リ
コ
の
ロ
　
じ
ロ
コ
コ
　
ロ
コ
ほ
ロ
じ
　
り
り
し
ロ
　
し
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
　
し
コ
の
　
ロ
の
　
　
　
ロ
ロ
じ
ぼ
　
ロ
　
の
　
　
ロ

二
連
囎
鰍
警
鐘

占
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
の
で
　
。

納　

@
松
　
葉
　
　
肇
（
2
6
）
　
現
在
の
日
向
市
で
は
人
件
費

　
平
書
手
婁
霧
論
鹸
鑓
』

“
む
つ
か
し
い
相
談
で
す
が
、
　
何
ご
と
に
よ
ら
ず
、
中
央
聾

W
特
別
職
と
議
員
の
歳
費
を
一
　
権
に
な
ら
な
い
様
に
お
願
い

｝
割
程
度
削
っ
て
、
社
会
教
育
　
し
ま
す
。

．
・
．
．
・
．
幽
：
．
．
．
：
．
。
・
∩
．
。
曹
．
：
．
…
．
：
．
・
’
3
二
・
；
：
…
：
・
。
・
：
●
・
ご
・
・
．
・
：
3
・
：
：
・

　
新
刊
図
書
案
内
　
　
　
　
序
平
）
、
泌
録
大
逆
事
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
（
春
秋
社
）
、
申
学
生
の
・

三
月
七
日
、
市
立
図
書
館
に
丞
理
（
波
多
野
勤
子
）
・
家
爵

の
新
刊
図
書
が
は
い
り
ま
し
一
栄
養
と
心
理
（
酋
田
周
作
）
・

青
墨
蒙
豊
雛
蛭
畿
灘
）
、

店
）
。
　
こ
れ
か
ら
の
稲
作
　
（

同
）
、
夢
の
浮
橋
（
谷
崎
潤
一

郎
）
、
私
も
燃
え
て
い
る
（
円

地
文
子
）
、
革
命
前
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

げ
ろ
う
絵
図
（
松
本
清
張
）
㌧

深
夜
第
＝
二
〇
綾
川
（
長
谷
田

　
　
一
公
之
）
、
日
本
残
酷
物
h
剛
、

（
火
野
一
二
（
平
凡
社
）

私
た
ち
の
日
向
市
を
少
し
で

も
住
み
よ
い
明
る
い
町
に
す
る

た
め
、
　
二
十
一
日
か
・
り
二
十
六

日
ま
で
の
一
週
間
を
『
市
長
に

手
紙
を
出
す
週
間
』
と
し
ま
し

た
。わ
た
し
た
ち
の
代
表
で
あ
る
市

長
き
ん
に
手
紙
を
出
し
ま
し
よ

　
O

一

き
う
お
書
き
く
だ
き
い
。

か
な
ら
ず
ご
返
事
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
な
お
発
表
の
際
ト
ゥ
タ

を
希
望
さ
れ
る
方
は
末
尾
ド

「
ト
ク
希
望
」
と
わ
書
き
く
む

き
い
。「
広
報
日
向
」
に
掲
載
す
る
抽

合
は
紙
面
な
ど
の
都
合
で
多
小

p
つ
市
政
の

い
ろ
ん

な
問
題

手
紙
を
出
そ
う

二
つ
い
て
不
藺
な
こ
と
、
不
思

議
に
思
わ
れ
る
こ
と
希
望
す
る

こ
と
、
腹
か
立
つ
た
こ
と
、
嬉

し
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
ほ
か
何

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

あ
て
名
は
日
向
市
役
所
内
、
藤

井
満
義
、

自
分
の
住
所
、
氏
名
は
、
は
つ

添
削
す

る
場
△

か
あ
b

ま
す
、

な
お
、
掲
載
分
に
は
薄
謝
を
毒
・
・

し
あ
げ
ま
す
。

市
長
に
手
紙
を
出
す
こ
と
で
、

私
た
ち
の
声
を
市
政
に
反
映
き

せ
、
わ
た
し
た
ち
の
街
を
よ
り

ょ
く
し
ま
し
よ
う
。
ふ
る
っ
て

手
紙
を
く
だ
さ
い
。

、

’

噸

侮一
二

倉

■

‘

　　　　モダンな富島農協
富高駅裏側に、昨年十月から黒木組が工費4百37万8千円で

工事を進めていた富島農協はこのほどできあがり、3月1日

から移転し、仕事をはじめています。鉄筋二階建、231平

方メートルというりっぱなものです。写真は富島農協

ぜ
ひ
見
て
《
だ
さ
い

H
固
定
資
産
税
の
台
帳
を
蒔

一
盛
灘
藷
難
税
△
．
書
を
受
で
っ
，
毒

牙
は
・
2
。
帳
に
よ
っ
て
羅
；
ρ
「
が
あ
る
と
認
め
た
場
含

税
の
誤
税
台
帳
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
の
で
縦
覧
に
供
し
ま

す
。
三
十
五
年
度
の
固
定
資
産

さ
れ
ま
す
の
で
、
固
定
資
産
’
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
一
度
こ
一

の
台
帳
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。縦
覧
期
間
か
二
十
一
日
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
早
目
に
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。
縦
覧
場
所
は
一

市
役
所
の
講
堂
で
す
。

な
お
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
縦

覧
期
間
中
に
縦
覧
さ
れ
ず
、
徴

議
の
申
立
て
を
き
れ
る
方
ん
㌧

ま
す
が
、
徴
税
令
酵
で
い
う
ダ

議
の
申
立
て
は
税
金
に
つ
、
㌧
て

の
「
ま
ち
が
い
｝
や
「
あ
み
ま

市
長
こ
対
し
ぐ
告
書
を
受
げ
と

っ
て
か
ら
三
十
日
以
内
に
す
る

も
の
で
、
固
定
資
産
の
価
格
こ

対
す
る
異
議
の
申
立
て
は
、
縦

覧
期
間
中
、
お
よ
び
縦
覧
期
間

の
末
日
後
↑
日
以
内
に
半
固
定

資
産
評
価
蕃
査
委
員
会
に
対
し

て
提
出
す
べ
㌧
・
；
つ
の
で
、
期
問

後
に
以
上
の
よ
つ
な
申
し
与
」
て

を
き
れ
て
も
受
理
キ
・
、
れ
ま
せ
ん

の
で
気
を
つ
！
て
く
わ
∫
・
、
い
．
、

ぜ
ひ
、
ご
相
談
を

戦
傷
病
者
・
遺
族
の
方
へ

」
戦
傷
病
者
の
皆
さ
ん
や
、
埋
樋

の
皆
さ
ん
に
、
国
が
年
金
や
、

恩
給
金
な
ど
を
さ
し
上
げ
て
い

る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
よ
う

か
。と
こ
ろ
が
、
ま
だ
多
く
の
戦
傷

病
者
や
遺
族
の
方
た
ち
が
、
こ

一
三
…
≡
一
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：
≡
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＝
…
一
…
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三
三
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一
一
一
≡
＝
一
；
一
：
一
一
＝
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一
一
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一
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一
一
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＝
一
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一
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三
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3
一
＝
一
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騨
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一
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≡
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≡
一
三
…
卿
一
一
＝
一
≡
一
層
≡
雪
一
一
：
＝

支
藩
い
が
始
ま
り
ま
し
た

令
福
祉
年
金
、
障
害
福
祉
年

、
母
子
福
祉
年
金
の
年
金
証

を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
第

回
目
の
支
払
い
が
三
日
か
ら

書
に
指
定
し
た
郵
便
局
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
証
書
を
受

と
ら
れ
た
人
は
そ
の
年
金
証

と
証
書
に
押
し
て
あ
る
印
鑑

も
つ
て
、
本
人
ま
た
は
本
人

四
物
を
受
け
た
人
か
行
っ
て

げ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

佼
毎
年
一
月
、
五
月
、
九
月

二
回
に
分
け
て
、
各
月
の
六

ρ
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
き

　
のソ
ま
し
た
。

月
三
日
か
ら
の
支
払
は
本
年

（
三
月
三
日
か
ら
）

国
民
年
金
の
手
続
を
早

隈
り
で
す
。
支
払
が
開
始
さ
れ

た
日
以
後
は
日
曜
、
祭
日
を
除

き
い
つ
で
も
支
払
わ
れ
ま
す
の

で
、
お
年
寄
り
や
、
体
の
不
自

由
な
人
は
代
理
の
方
か
ら
受
け

と
っ
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
　
　
．

ま
た
以
上
の
よ
う
な
福
祉
年
金

に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
手
続

を
し
て
な
い
人
は
早
目
に
市
民

課
国
民
年
金
係
に
お
い
で
に
な

っ
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
母
子
福
祉
年
金
は
市
民

課
で
予
想
し
た
数
よ
り
、
相
当

少
な
い
の
で
、
こ
れ
は
ま
だ
よ

く
わ
か
ら
ず
手
続
を
し
て
い
な

い
も
の
と
み
て
い
ま
す
。

中
学
卒
業
前
の
子
供
が
い
る
行

く
子
家
庭
の
方
は
、
一
度
市
民
躁

へ
相
談
に
お
出
く
だ
さ
い
．

れ
ら
の
お
金
を
請
求
し
て
わ
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
の
仕
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
役
所
市
民
課
で
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
う

ぞ
ご
遠
慮
な
く
お
出
で
く
だ
さ

い
。手
続
き
を
し
て
や
る
か
ら
と
言

っ
て
、
謝
礼
金
を
と
っ
て
い
る

悪
質
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
も
い
る
そ

う
で
す
。

ど
う
か
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ー

カ
ー
に
だ
ま
さ
れ
ず
、
市
役
所

市
民
課
で
手
続
き
の
方
法
を
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
わ
た
し
た
ち
の
日
向
市
」
で
き
る

市
内
小
中
学
校
の
先
生
方
で
結

成
し
て
い
る
社
会
科
研
究
同
好

会
が
、
こ
の
ほ
ど
、
県
社
教
課

長
佐
伯
英
雄
先
生
の
応
援
を
得

て
、
社
会
科
の
副
読
本
「
わ
た

し
た
ち
の
日
向
市
」
を
作
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
日
向
市
の
い
ろ
ん
な

問
題
を
と
り
上
げ
て
、
や
さ
し

く
解
説
し
た
社
会
科
の
学
習
資

料
で
す
。

文
章
の
中
の
漢
字
は
小
学
校
二

年
生
程
度
の
も
の
で
す
か
ら
、

誰
に
も
読
め
る
し
、
わ
た
し
た

ち
の
住
ん
で
い
る
日
向
市
の
こ

と
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

内
容
は
写
真
が
八
十
一
枚
、
グ

ラ
フ
十
七
枚
、
図
表
か
十
三
枚

地
図
が
三
枚
も
の
っ
て
い
る
百

余
ベ
ー
ジ
の
豪
華
な
郷
土
読
本

で
す
。

非
売
品
で
す
が
、
ご
希
望
の
方

に
は
、
特
に
実
費
六
十
円
で
お

わ
け
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
市
教
委
事
務
局

河
野
勝
先
生
宛
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
本
は
、
四
月
か
ら

市
内
小
学
校
の
教
材
と
し
て
使

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
官
庁
だ
よ
り
－

春
は
お
目
当
ん
泣
か
せ
の

季
節
ゼ
こ
い
わ
れ
ま
す
。
野
に

山
に
と
雨
外
に
人
の
出
歩
く
機

会
か
し
げ
く
な
り
、
そ
れ
に
つ

れ
て
迷
い
r
ノ
多
く
な
る
か
っ

ゼ
そ
う

　
「
モ
ノ
丁
磐
い
わ
ね
郵
健
物
て

あ
る
た
め
全
く
こ
れ
に
は
泣
か

さ
れ
ま
す
。
三
月
は
ま
た
特
に

進
学
、
就
職
ζ
若
い
人
の
移
動

か
激
し
（
な
一
ま
ず
か
こ
の
ま

一
ま
で
は
こ
れ
か
ら
が
思
い
や
ら

達郵私しそで
力便’こてれす
年肉己ちも1こ

コ

な
く
し
ま
し
よ
う

迷
い
子
郵
便

中
軸
か
鼻
・
㌧
れ
る
の
は
、
迷
い
子

鄭
便
の
多
い
こ
と
で
す
。
あ
て

先
き
が
ハ
ノ
キ
り
し
て
な
い
な

ど
で
酊
達
で
き
な
い
郵
便
物
が

一
日
に
全
国
で
十
五
万
通
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

灘
駒

③

0
防
ノ
下
納
税
組
合
0

組
合
長
寿
北
清
さ
ん
、
組
合

；ま　も　あ｛∫ζ人＿オt

’のてさや同ま
ぜにのん田居す

ひ
望
叫
々
山
乃
と
一
肩
書
ん
ら
ハ
ノ
キ
り

書
い
て
も
ら
う
な
り
、
転
居
の

乏
5
、
ほ
誕
局
に
も
転
居
届
簗

だ
し
て
い
た
た
く
な
り
も
う
す

こ
し
親
心
が
あ
っ
た
ら
　
」
と

可
愛
想
な
迷
い
子
を
手
に
す
る

た
び
に
私
は
つ
く
づ
く
思
う
の

で
す
。
　
　
（
郵
便
局
か
ら
）

集
金
は
毎
月
一
回
順
番
を
き

　
め
各
家
庭
を
ま
わ
り
ま
す
。

　
「
組
合
が
で
き
て
か
ら
七
年

・
間
ず
っ
と
納
期
前
に
百
パ
ー

　
セ
ン
ト
完
納
で
す
よ
」
と
箭

組
合
長
の
池
部
実
雄
さ
ん
が

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

円
、
固
定
資
産

税
四
万
五
百
十

円
、
保
険
税
一

万
五
千
二
百
八

写
真
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
。

＋
円
を
毎
年
納
鑑

期
前
に
完
納
す

る
と
い
晟
績
雛
零
話
季

「



塾
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’
重

、
」
ぎ
．
・
7
点

．
謬
　

耀・、

警7
一
＝
3
＝
；
一
：
；
一
：
一
一
；
；
：
：
＝
≡
：
一
＝
一
曽
；
：
：
，
一
一
＝
：
幽
一
＝
：
＝
＝
一
＝
ニ
ニ
：
一
二
三
二
＝
＝
ニ
一
一
：
＝
＝
一
：
＝

　
桜
を
い
た
め
ぬ
よ
う

　
ニ
ニ
ニ
ヌ
ニ
ニ
ヌ
奮
闘
躍
層
ニ
一
団
ニ
ロ
ま
ア
の
ニ
ロ
ニ
ロ
ニ
ロ
ニ
ロ
臨
画
ニ

噺
詣
、
伊
勢
ケ
浜
公
園
に
、

こ
の
ほ
ど
、
美
化
の
一
端
と
し

＝
＝
＝
一
二
＝
一
二
二
一
二
一
＝
＝
璽
＝
ニ
一
＝
璽
＝
＝
9
ニ
一
＝
二

一っ

ﾄ
、
大
鳥
居
入
口
か
ら
公
園

一

て
桜
の
木
約
九
十
本
が
地
元
有
」
し
た
。
レー一

た帯
。に

いか
まけ
はて
約植
一え
メら

1れ

トま

志
、
青
年
団
の
労
働
奉
仕
に
よ
｝
ル
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
木
で
す

　
　
3
層
崩
玉
璽
鴨
’
覧
2
ζ
β
一
嚇
誘
「
｝
哩
一
f
陰
甲
■
引
3
嘲
ち
卿
．
．

市
内
婦
人
共
進
大
会
は
、
二
月

十
六
日
市
役
所
講
堂
で
開
か
れ

ま
し
た
．

参
加
し
た
お
母
さ
ん
方
四
百
五

十
人
は
、
研
究
発
表
、
展
示
会

レ
ク
リ
エ
レ
シ
ヨ
ン
な
ど
楽
し

い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
展
示
品
で
は
中

平
み
さ
を
さ
ん

（
富
高
）
の
花
筒
、

B
高
美
晴
さ
ん

（
美
々
津
）
の
裏
付

き
ボ
ッ
ク
ス
小
池

三
「
；
”
ニ
一
－
一
響
三
．
噂
ゴ
幅
．
…
■
一
｝
＝
ぎ
い
一
．
ぎ
「
一
冒
ゆ
甲
一
器

少
年
の
補
導
と
共
に
〃
で
入
選

市
代
表
と
し
て
県
婦
人
共
進
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

日
高
さ
ん
の
研
究
発
表
は
、
お

よ
そ
次
の
よ
う
な
主
旨
の
も
の

で
す
。

○
…
青
少
年
の
不
良
化
は
、
そ

の
環
境
と
、
親
と
子
の
時
代
感

が
、
五
年
後
、
十
年
後
は
桜
の

花
が
満
開
し
、
観
光
地
趨
勢
ケ

浜
が
ま
す
ま
す
美
し
く
な
っ
て

桜
の
名
所
と
な
る
よ
う
皆
ん
な

で
桜
の
木
を
可
愛
が
り
ま
し
よ

．
つ
。

写
真
は
こ
ん
ど
植
え
ら
れ
た
桜

の
木
　
　
　
　
、

寄

附

▽
市
内
曾
根
三
樹
光
男
さ
ん
が

亡
父
栄
次
郎
さ
ん
（
六
十
一
才
）

の
香
典
返
し
に
三
千
円
を
区
の

「
児
童
遊
園
地
建
設
資
金
と
し
て

一
に
寄
附
。

…
▽
市
内
江
良
、
河
内
礼
生
き
ん

一

が
亡
妻
ユ
キ
き
ん
の
香
典
返
し

に
二
千
円
を
市
福
祉
事
務
所
へ

▽
富
高
修
さ
ん
は
拾
得
物
報
労

金
二
百
円
を
市
福
祉
事
務
所
に

そ
れ
ぞ
れ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
県
立
病
院
に
長
期
入
院
し

て
い
た
患
者
き
ん
が
、
こ
の
ほ

ど
退
院
し
た
の
で
、
退
院
祝
い

を
か
ね
、
五
百
円
を
市
福
祉
事

務
所
ヘ
ト
ク
名
で
寄
附
き
れ
ま

し
た
。

懸
賞
募
集

一
国
勢
調
査
標
語
／

全
国
統
計
協
会
連
合
会
が
十
月
一

一
日
か
ら
の
国
勢
調
査
を
課
題
一

に
し
て
、
標
語
を
募
窪
し
て
い

ま
す
。
▽
募
集
期
閤
　
　
　
　
　
一

三
月
一
日
目
ら
三
十
一
日
目
π
Σ

▽
応
募
方
法

応
募
標
語
は
葉
書
一
枚
一
題
と

し
、
末
尾
に
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
性
別
、
年
令
、
職
業
、

勤
務
先
な
ど
書
い
て
く
だ
さ
い

な
お
人
語
は
、

東
京
都
千
代
田
区
三
年
町
五
番

「
地
、
行
政
管
理
庁
統
計
基
準
局

一
内
、
財
団
法
人
全
国
統
計
協
会

一
連
合
会
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い

一
入
選
作
品
に
は
賞
金
と
賞
状
、

一
記
念
品
な
ど
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
の
切
り

　
か
え

四
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

新
被
保
険
証
は
区
長
さ
ん
の
わ

’
子
許
か
ら
」
父
付
き
れ
ま
す
が
旧

被
保
険
者
証
と
引
き
か
え
で
す

「か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
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ミ
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「
・
一
≦
蓬
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一
」
暫
．
一
暫
｝
｝
7
竃
一
・
脾
．
．
日
曝
｛
莞
ζ
一
・
亀
．
≒
・
・
…
．
…
二
野
噂
藍
く
’
．
9
ゴ
も
誓
弩
尭
．
F
奏
㍉
．
．
㌔
φ
二
讐
9
・
乾
署

ま
た
土
地
を
借
り
、
共
同
募
金

や
部
落
の
援
助
を
受
け
て
部
落

の
中
心
に
遊
園
地
を
作
り
ま
し

た
。
暗
い
川
す
じ
を
明
る
く
す

る
た
め
に
も
ず
い
分
苦
労
し
ま

し
た
が
、
街
灯
を
つ
け
る
こ
と

に
成
功
い
た
し
ま
し
た
。

○
…
時
代
感
覚
の
ず
れ
を
な
く

す
る
た
め
に
、
子
供
の
反
抗
期

市
代
表
に
日
高
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
1
婦
人
共
進
会
で
i

花
江
き
ん
【
細
島
）
の
刺
し
ゅ
う

成
合
と
し
子
さ
ん
、
黒
木
洋
子

さ
ん
（
日
知
屋
、
）
の
人
形
が
そ

れ
ぞ
れ
県
大
会
の
思
い
つ
、
・
・
婦

人
の
部
に
、
人
形
剥
（
財
光
寺

細
島
）
が
青
少
年
補
導
竪
に
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
研
究
発
表
で
は
、
高
見

僑
通
り
日
高
和
子
尊
、
、
ん
が
〃
青

雲
の
ず
れ
か
ら
く
る
も
の
が
大

部
分
で
す
．
．
そ
の
二
つ
の
原
因

を
次
の
よ
う
な
方
法
で
解
決
し

ま
し
た
。

○
…
四
年
前
か
ら
月
一
回
、
綬

と
子
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て

〃
親
子
会
”
を
も
ち
ま
し
た
。

い
ま
で
は
中
学
生
も
参
加
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
も
研
究
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
子
供
た

ち
と
同
じ
立
場
に

立
っ
て
そ
の
子
供
た
ち
を
理
解

す
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
た
。

○
…
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
滴
足

で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん

私
た
ち
は
更
に
愛
情
と
根
気
と

勇
気
が
あ
れ
ぽ
、
明
る
い
子
供

の
育
つ
環
境
を
作
り
上
げ
る
こ

と
も
夢
で
は
な
い
と
、
努
力
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

一市講堂で一研究発表をする撮人たち

鮮人帰国
市から二世帯～

朝
当
～

市
民
と
し
て
市
内
に
長
く
在
住

し
、
苦
楽
を
と
も
に
し
た
、
朝

鮮
人
の
文
東
根
、
金
寛
済
さ
ん

ら
二
世
帯
十
二
人
目
、
第
十
次

帰
国
船
に
乗
る
た
め
、
去
る
二

十
一
日
富
高
目
を
「
く
に
き
き
　

小
児
マ
ヒ
の
予
防
注
射
…

昭
和
三
十
五
年
度
の
小
児
マ
ヒ
…

予
防
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
が
来
ま

し
た
の
で
、
希
望
の
方
は
二
十

二
日
ま
で
衛
生
課
に
お
申
し
込
｝

み
く
だ
き
い
。

な
お
ワ
ク
チ
ン
が
三
十
名
分
し
…

合
は
抽
せ
ん
で
決
め
ま
す
。

料
金
は
千
八
十
円
で
す
。

該
当
者
は
生
後
六
ヵ
月
か
ら
一

年
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
ま

た
三
十
囚
年
度
の
小
児
マ
ヒ
．
r

防
接
種
を
受
け
ら
れ
た
方
で
第

三
回
目
を
ま
だ
受
け
て
お
ら
れ

な
い
方
は
二
回
だ
け
で
は
効
果

が
あ
り
ま
井
，
層
ん
の
で
早
目
に
三

回
目
を
受
け
て
く
だ
き
い
。

号
で
発
た
れ
ま
し
た
。

発
車
の
ベ
ル
が
な
り
車
が
動
｝
．

だ
す
と
、
送
る
者
、
送
ら
れ
ス

者
、
〃
元
気
で
！
〃
と
い
う
瀬

ま
じ
り
の
声
が
聞
え
胸
を
う
つ

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

参二す

00
o

か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
多
数
の
場
一
た
。

○
…
幸
脇
遺
族
悔

し
同
会
の
積
立
金
二

万
五
十
円
で
英
魂

碑
を
建
立
中
で
あ

り
ま
u
レ
た
μ
か
、
　
一
一
、

月
五
日
こ
の
除
莫

式
を
行
な
い
ま
し

　
○
…
市
内
平
岩
籾
木
の
川
野
耀

｝
代
き
ん
（
1
9
）
は
、
善
・
㌔
る
ご

一

一
日
、
佐
賀
垣
、
行
な
わ
れ
た
西

一
日
本
4
H
ケ
ラ
ブ
実
績
発
表
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
、

　
「
わ
が
家
の
台
所
改
善
「
と
い

う
テ
ー
マ
ー
で
研
究
発
表
を
行

な
い
好
評
を
受
け
ま
し
た
。

っ
…
市
内
青
年
団
協
議
会
総
会

一
は
、
二
十
日
市
役
所
講
堂
で
。

’

，

・


	西川区地区で市政懇談会
	35年初の臨時市議会―西中工事は
新年度で
	市金庫は今まで通り
	市営住宅近く竣工

	モダンな富島農協

	支払いが始まりました(三月三日)国民年金の手続きを早く

	「わたしたちの日向市」できる

	桜をいためぬよう

	市代表に日高さん―婦人共進会で

	朝鮮人帰国


